
竹原 和義 議員

問　地域の特色を生かした特産品作りと
活性化支援は。 

法定外公共物の維持管理は

答　転作作物としてタマネギ、黒大豆、白
ネギなど特定作物の栽培を推進し、安定し
た農業経営ができるように支援している。

大きな変わり目にある「まちづくり」
の基本軸とは

元気な農業　豊かな地域に

問　地域の担い手の育成・確保と規模拡
大に全力を。 

答　効率よく農業経営を行うために、圃場
をできる限り１カ所に集積することが求め
られる。面的な集積を行うためには、調整
組織を立ち上げる必要があるので、要望が
あった段階で対応をしていきたい。

問　台湾で評価の高まる郷土の偉人、鳥
居信平氏の功績をどう考えるか。 

問　景気の下降で、財源不足と事業の執
行が憂慮される。計画されている事務事
業をどんな基準で見直すのか。 答　袋井市民として大変誇りに思っている。

ふるさとゆかりの偉人の１人として、この業
績をより評価し、また広めていきたいと考
えている。

答　収支を保った上で、国の景気対策や補
助金の関係を総合的に考慮しながら、市民
生活を守るためと、財源の効率性を基本に
見直していきたい。

問　21世紀のまちづくりは、ハードから
ソフトへ、行政主導から住民主導へ軸足
を変えていくべき、と考えるがどうか。 

答　ハードは将来的に必要最小限のもの
とし、ソフトとうまく組み合わせ、その中に
市民の声を入れながら市政運営をしてい
きたいと考えている。

問　協働まちづくりの指針によれば、協
働の最終的な成果は「市民主体のまちづ
くりの実現」とある。市長が描く「官民協
働まちづくりの姿」とは何か。 

答　官民協働まちづくりとは行政と市民活
動団体が対等なパートナーとしてお互いに
協力して目的達成に向けて取り組むことで
あると考えている。

災害即応パートナーズとの防災訓練
の評価と取り組みは

問　災害即応パートナーズと行った12
月7日の防災訓練の評価と今後の取り組
みは。 

答　大変実践的で効果的な訓練をするこ
とができ、手本となるものであったと考え
ている。今後はＮＰＯ団体などの受け入れ
が容易にできるようにしていきたい。

ペットのふん公害対策は

問　公園等でふんを放置すると「犬回虫」
の寄生虫が発生する可能性がある。注意
書き看板の設置予定はあるのか。 

答　ふんの持ち帰りを啓発する看板は、各
所に設置している。注意書き看板の設置は、
公園内の利用状況等を踏まえた中で検討
していきたい。

答　高品質化にあたって、良質な有機堆
肥製造施設への利用助成などの支援に努
めてきた。今後は、さらに、堆肥の高品質
化に向けて、県や静岡理工科大学などの
支援を仰ぎながら指導していきたいと考
えている。また、畜産堆肥を散布する農作
業機械の導入に対する助成制度や低利な
農業融資資金制度については、支援に努
めていきたい。

問　悪臭公害の出ない畜産完熟堆肥の推
進と有機栽培への投入PRを。 戸塚　和 議員

鳥居信平氏の功績について市として
顕彰すべきでは

問　法定外公共物（赤道・青線等）の雑草
や立木の伐採は適正に「維持・管理」され
ているのか。 

答　草刈りなどの日常的な管理は、地元に
お願いしているが、通行に支障となる場合
や危険である場合などは、市で対応をして
いる。

「保育ママ制度」の採用予定は

問　この制度は、障害児や食物アレルギー
乳幼児には、有意義な制度である。制度
の活用は。 

答　この制度は、公的なベビーシッターで
あるが、制度が厳しく、活用しにくいのが現
状である。制度が緩和されれば積極的に取
り組んでいきたい。

景気悪化による課題と対策は

問　特殊な技術やアイデアを持つ中小零
細企業の保護や誘致も検討すべきでは。 

答　企業訪問を実施し、経営の状況や企業
からの要望等の把握に努めている。策定中
の工業振興計画でも企業の支援対策等に
ついて検討していきたい。

協働まちづくりセンター「ふらっと」 12月7日に行われた防災訓練

公園に設置されているふんの持ち帰り啓発看板浅羽地域の田園地帯
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